
(57)【要約】

【課題】真空槽内に成膜源を有し、基板の成膜処理を行

う成膜装置あって、所望する薄膜形成が可能となる成膜

装置を提供する。

【解決手段】成膜時に、基板１の角度を変更する手段と

、基板１と成膜源（図示せず）との距離を変更する手段

を備える成膜装置である。また、基板１の冷却手段およ

び基板公転プレート３の中央に膜厚センサー１９を備え

る成膜装置である。

【効果】成膜時の基板の角度および基板と成膜源間の距

離を変更することができ、成膜条件の異なる多層膜の連

続成膜および経時変化にも対応した安定した成膜が可能

となる。また、成膜時の基板温度の上昇を抑制すること

で、高品位な成膜が可能となる。更に、基板に対する成

膜を遮ることなく基板公転プレートの中央部に膜厚セン

サーを設置することで、成膜時の高精度な膜厚管理がで

きる。以上により、高精度の電子部品に対応した所望す

る手段を有する成膜装置の提供が可能となる。

【選択図】　　　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
真 空 槽 内 に 成 膜 源 と 、 公 転 す る 基 板 公 転 プ レ ー ト と 、 前 記 基 板 公 転 プ レ ー ト に 基 板 を 保 持
す る 基 板 ホ ル ダ ー と を 備 え る 成 膜 装 置 で あ っ て 、
成 膜 時 に 前 記 基 板 と 前 記 成 膜 源 間 の 距 離 を 変 更 す る 手 段 と 、
前 記 基 板 の 角 度 を 変 更 す る 手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 成 膜 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 基 板 公 転 プ レ ー ト の 中 央 部 に 高 さ 方 向 の 位 置 調 整 が 可 能 な 膜 厚 セ ン サ ー を 備 え る こ と
を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 成 膜 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
少 な く と も 一 部 が フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ に て 構 成 さ れ た 、 前 記 基 板 を 冷 却 す る 手 段 を 備 え
る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 成 膜 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 基 板 と 前 記 成 膜 源 間 の 距 離 を 変 更 す る 手 段 と 、
前 記 基 板 の 角 度 を 変 更 す る 手 段 と は 、 少 な く と も 一 部 が 多 重 構 造 の シ ャ フ ト 部 に よ り 構 成
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ に 記 載 の 成 膜 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 真 空 槽 内 に 成 膜 源 を 有 し 、 基 板 へ の 成 膜 処 理 を 行 う 装 置 で あ っ て 、 特 に ス パ ッ
タ 装 置 や 真 空 蒸 着 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 電 子 機 器 の 高 精 度 化 が 急 速 に 進 め ら れ る な か 、 電 子 部 品 に お い て も 様 々 な 機 能 が 要
求 さ れ る 。 電 子 部 品 に 形 成 さ れ る 薄 膜 に お い て も 、 そ の 精 度 お よ び 機 能 の 更 な る 向 上 が 求
め ら れ て い る 。 薄 膜 を 形 成 す る 方 法 と し て は 、 真 空 を 利 用 し た 成 膜 装 置 が 用 い ら れ る が 、
形 成 さ れ る 薄 膜 は 、 そ の 成 膜 条 件 に 対 し て 顕 著 な 依 存 性 を 示 す こ と は 一 般 に 知 ら れ て い る
と こ ろ で あ る 。 成 膜 条 件 と し て は 、 成 膜 時 の 基 板 温 度 、 基 板 に 対 す る 成 膜 粒 子 の 入 射 角 度
、 成 膜 粒 子 エ ネ ル ギ ー 等 の 種 々 の 項 目 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ の 中 で 、 成 膜 粒 子 の 入 射 角 度 は 、 必 要 と さ れ る 特 性 を 有 す る 薄 膜 を 形 成 す る た め 、 基 板
に 対 す る ス テ ッ プ カ バ レ ー ジ 性 の 制 御 を す る た め 、 基 板 に 形 成 さ れ る 膜 の 厚 み の 均 一 性 を
向 上 さ せ る た め お よ び 垂 直 入 射 性 に 対 し て 重 要 な 成 膜 条 件 の 一 つ で あ る 。 こ の こ と か ら も
成 膜 装 置 と し て は 、 成 膜 中 の 経 時 変 化 お よ び 成 膜 条 件 の 異 な る 材 料 等 に 対 応 し て 、 成 膜 源
に 対 す る 基 板 の 角 度 の 変 更 を 連 続 的 に 行 う こ と は 重 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ こ で 、 成 膜 源 を 内 部 に 設 け た 真 空 槽 内 に 、 基 板 が 取 り 付 け ら れ て 自 公 転 す る 部 材 を 設 け
た 成 膜 装 置 に お い て 、 公 転 部 材 に 自 転 板 を 揺 動 部 材 に よ り 揺 動 自 在 に 取 り 付 け る 。 揺 動 部
材 に 揺 動 回 転 軸 を 連 結 し て 該 揺 動 回 転 軸 の 中 心 軸 方 向 へ の 移 動 に よ っ て 揺 動 部 材 お よ び 自
転 板 を 揺 動 さ せ 、 入 射 角 の 異 な っ た 成 膜 が 連 続 的 に 行 え る 成 膜 装 置 が 提 案 さ れ て い る （ 例
え ば 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 電 子 部 品 に よ っ て は 、 形 成 さ れ る 薄 膜 の 膜 厚 に 対 し て 顕 著 な 特 性 の 依 存 性 を 示 す も
の も 存 在 す る 。 そ の た め 、 形 成 さ れ る 薄 膜 の 膜 厚 は 、 所 望 す る 特 性 を 有 す る 電 子 部 品 を 形
成 す る た め に 、 所 望 す る 膜 厚 を 精 度 よ く 形 成 す る こ と が 望 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ こ で 、 真 空 中 に お い て 付 着 す る 成 膜 材 料 の 量 に 応 じ て 共 振 周 波 数 が 変 化 す る 水 晶 振 動 子
の 周 波 数 変 化 量 に 基 づ い て 、 膜 厚 を 測 定 す る 膜 厚 モ ニ タ ー を 備 え る 成 膜 装 置 が 提 案 さ れ て
い る （ 例 え ば 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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一 方 、 成 膜 時 の 基 板 温 度 の 上 昇 は 、 基 板 温 度 の 上 昇 に 伴 う 基 板 か ら の 不 純 物 の 発 生 に よ り
膜 特 性 が 劣 化 す る こ と が 考 え ら れ る 。 ま た 、 成 膜 さ れ る 基 板 に よ っ て は 、 成 膜 時 の 基 板 温
度 の 上 昇 に よ り 基 板 自 身 の 有 す る 特 性 が 劣 化 す る こ と も 考 え ら れ る 。 成 膜 時 の 基 板 温 度 の
上 昇 を 抑 制 し 、 成 膜 時 の 基 板 温 度 を 制 御 す る こ と は 、 必 要 と さ れ る 特 性 を 有 す る 薄 膜 を 形
成 す る 上 で も 重 要 な 項 目 の 一 つ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ こ で 、 成 膜 装 置 と し て 基 板 を 保 持 す る 基 板 保 持 具 と 、 基 板 保 持 具 に 公 転 お よ び 自 転 の 動
作 を さ せ る 動 力 伝 達 手 段 を 有 す る 成 膜 装 置 に お い て 、 動 力 伝 達 機 構 の 公 転 部 材 と 、 基 板 保
持 具 を 含 む 自 転 部 材 の 内 部 に 、 互 い に 連 通 さ れ た 冷 却 水 路 を 形 成 す る 。 そ の 水 路 に 、 冷 却
水 供 給 装 置 か ら 公 転 部 材 お よ び 自 転 部 材 に 対 し て 循 環 的 に 冷 却 水 を 供 給 し 、 基 板 保 持 具 を
冷 却 す る 成 膜 装 置 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 ３ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ９ － １ ４ ３ ７ １ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 １ １ － ２ ２ ２ ６ ７ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 平 ８ － ２ ５ ０ ５ ７ ７ 号 公 報
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 し た 従 来 技 術 に よ る 成 膜 装 置 に お い て は 、 以 下 の 問 題 が 存 在 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
特 許 文 献 １ に お い て は 、 入 射 角 の 異 な っ た 成 膜 が 連 続 的 に 行 え る 成 膜 装 置 が 提 案 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
通 常 ス パ ッ タ 装 置 に お い て は 、 成 膜 に 伴 う 経 時 変 化 に よ り 、 タ ー ゲ ッ ト に エ ロ ー ジ ョ ン が
形 成 さ れ る 。 形 成 さ れ た エ ロ ー ジ ョ ン は 、 基 板 と 成 膜 源 と の 距 離 お よ び 基 板 に 飛 来 す る 成
膜 粒 子 に 対 し て も 影 響 を 及 ぼ す 。 こ れ は 、 基 板 に 入 射 す る 成 膜 粒 子 状 態 が 経 時 的 に 変 化 す
る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
し か し 、 特 許 文 献 １ に お い て は 、 そ の 機 構 上 の 制 約 か ら 、 成 膜 源 と 基 板 間 の 距 離 を 変 更 す
る こ と は 困 難 で あ る 。 し た が っ て 、 経 時 変 化 に 対 応 し た 、 安 定 し た 状 態 の 薄 膜 の 形 成 が 困
難 で あ る と の 課 題 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
特 許 文 献 ２ に お い て は 、 飛 来 す る 成 膜 材 料 を 間 欠 的 に 遮 蔽 す る 手 段 を 有 す る 膜 厚 モ ニ タ ー
を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
膜 厚 モ ニ タ ー は 、 そ の 機 構 上 の 制 約 か ら 成 膜 す る 基 板 の 外 側 に 位 置 す る 構 成 と な る 。 本 来
、 膜 厚 モ ニ タ ー の 設 置 位 置 は 、 成 膜 さ れ る 基 板 の 近 傍 、 ま た は 成 膜 状 態 の 最 も 安 定 す る 位
置 に 設 置 さ れ る べ き で も の で あ る 。 基 板 か ら 離 れ た と こ ろ で の 膜 厚 の モ ニ タ ー リ ン グ は 、
連 続 使 用 に お け る 膜 厚 測 定 精 度 を 劣 化 さ せ る こ と に な り 、 高 精 度 な 膜 厚 管 理 が 行 え な い と
の 課 題 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
し か し 、 特 許 文 献 ２ に お い て は 、 そ の 機 構 上 の 制 約 か ら 、 基 板 を 遮 蔽 す る こ と な く 成 膜 状
態 の 最 も 安 定 す る 中 央 部 に 膜 厚 セ ン サ ー を 設 置 す る こ と が 困 難 な こ と は 明 確 で あ る 。 ま た
、 薄 膜 形 成 に お け る 他 の 重 要 な 成 膜 条 件 で あ る 、 成 膜 時 の 基 板 の 角 度 を 連 続 的 に 変 更 す る
こ と お よ び 成 膜 源 と 基 板 間 の 距 離 を 変 更 す る こ と は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
し た が っ て 、 成 膜 時 の 精 度 の 高 い 膜 厚 の 管 理 お よ び 経 時 変 化 に 対 応 し た 、 安 定 し た 状 態 の
薄 膜 の 形 成 が 困 難 で あ る と の 課 題 を 有 す る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
特 許 文 献 ３ に お い て は 、 基 板 保 持 具 を 冷 却 し 、 成 膜 源 と 基 板 と の 距 離 を 変 更 可 能 な 手 段 を
有 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
し か し 、 特 許 文 献 ３ に お い て は 、 そ の 機 構 上 の 制 約 か ら 、 薄 膜 形 成 に お け る 他 の 重 要 な 成
膜 条 件 で あ る 、 成 膜 時 に 基 板 の 角 度 を 連 続 的 に 変 化 さ せ る こ と お よ び 基 板 に 対 す る 成 膜 を
遮 蔽 す る こ と な く 公 転 部 材 の 中 央 部 に 膜 厚 セ ン サ ー を 設 置 す る こ と は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
し た が っ て 、 精 度 の 高 い 膜 厚 の 管 理 や 均 一 で 高 精 度 な 膜 形 成 が 困 難 で あ る と の 課 題 を 有 す
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 発 明 は 上 記 の 問 題 点 を 解 決 す る こ と を 目 的 と す る も の で 、 成 膜 条 件 と し て 重 要 な 項 目 と
な る 、 基 板 へ の 入 射 角 度 、 基 板 と 成 膜 源 間 の 距 離 、 成 膜 時 の 基 板 の 温 度 上 昇 の 抑 制 お よ び
膜 厚 の 管 理 に よ り 、 高 精 度 の 電 子 部 品 に 対 応 し た 薄 膜 を 形 成 す る こ と が 可 能 と な る 成 膜 装
置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 問 題 を 解 決 す べ く 本 発 明 は 、 真 空 槽 内 に 成 膜 源 と 、 公 転 す る 基 板 公 転 プ レ ー ト と 、 基
板 公 転 プ レ ー ト に 基 板 を 保 持 す る 基 板 ホ ル ダ ー と を 備 え る 成 膜 装 置 で あ っ て 、 成 膜 時 に 基
板 と 成 膜 源 間 の 距 離 を 変 更 す る 手 段 と 、 基 板 の 角 度 を 変 更 す る 手 段 を 備 え る 成 膜 装 置 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 基 板 公 転 プ レ ー ト の 中 央 部 に 基 板 公 転 プ レ ー ト と と も に 高 さ 方 向 に 位 置 調 整 が 可 能
な 膜 厚 セ ン サ ー を 備 え る 成 膜 装 置 で あ る 。 ま た 、 少 な く と も 一 部 が フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ
に て 構 成 さ れ た 基 板 を 冷 却 す る 手 段 を 備 え る 成 膜 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
更 に 、 こ れ ら の 手 段 は 、 多 重 構 造 の シ ャ フ ト 部 に よ り 少 な く も 一 部 が 構 成 さ れ る 成 膜 装 置
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
以 上 の よ う な 本 発 明 の 成 膜 装 置 に よ れ ば 、 安 定 し た 品 質 の 薄 膜 形 成 に お け る 重 要 な 成 膜 条
件 で あ る 、 成 膜 時 の 基 板 の 角 度 お よ び 成 膜 源 と 基 板 間 の 距 離 を 変 更 す る こ と が 可 能 と な る
。 ま た 、 成 膜 時 の 基 板 温 度 の 上 昇 を 抑 制 す る こ と 、 更 に 、 基 板 に 対 す る 成 膜 を 遮 る こ と な
く 精 度 の 高 い 膜 厚 の 管 理 が 可 能 と な る 。 よ っ て 、 高 精 度 の 電 子 部 品 に 対 応 し た 薄 膜 形 成 が
可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 添 付 図 に 基 い て 詳 細 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 １ は 、 本 発 明 の 成 膜 装 置 に お け る 一 実 施 例 の 一 部 概 略 断 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 １ に お い て 、 成 膜 装 置 ５ ０ は 、 チ ャ ン バ ー ４ を 隔 て 、 Ａ 側 を 大 気 部 、 Ｂ 側 を 真 空 部 と す
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
成 膜 装 置 ５ ０ は 、 Ｂ 側 真 空 部 内 に 複 数 の 基 板 １ を 保 持 す る 基 板 ホ ル ダ ー ２ と 、 基 板 ホ ル ダ
ー ２ が 固 定 さ れ た 基 板 公 転 プ レ ー ト ３ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
基 板 公 転 プ レ ー ト ３ は 、 チ ャ ン バ ー ４ を Ａ 側 大 気 部 か ら Ｂ 側 真 空 部 へ と 貫 通 す る シ ャ フ ト
部 を 構 成 す る 回 転 伝 達 シ ャ フ ト ５ に よ り 支 持 さ れ る 。 ま た 、 回 転 伝 達 シ ャ フ ト ５ は 、 そ れ
と 一 体 に 形 成 さ れ て い る 回 転 支 持 部 ６ を 介 し て モ ー タ ー 等 の 回 転 機 構 （ 図 示 せ ず ） へ と 接
続 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
こ の 回 転 伝 達 シ ャ フ ト ５ は 、 シ ー ル 機 構 ７ を 介 し て 回 転 運 動 を Ａ 側 大 気 部 か ら Ｂ 側 真 空 部
へ と 導 入 す る 。 シ ー ル 機 構 ７ は 、 磁 性 流 体 シ ー ル が 望 ま し い が 、 求 め る 真 空 度 に よ っ て は
、 Ｏ リ ン グ で も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 基 板 ホ ル ダ ー ２ は 、 基 板 公 転 プ レ ー ト ３ に 揺 動 可 能 な よ う に 揺 動 部 材 １ ３ に て 取 り
付 け ら れ る 。 更 に 、 基 板 ホ ル ダ ー ２ は 、 下 記 に 説 明 す る 基 板 １ の 角 度 の 変 更 手 段 を 備 え る
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
基 板 １ の 角 度 の 変 更 手 段 は 、 シ ャ フ ト １ ５ に 設 け ら れ た 逆 円 錐 台 形 状 し た カ ム 部 １ ０ と 、
ロ ー ラ ー 部 １ １ と 、 バ ネ 部 １ ２ と 、 揺 動 支 持 部 １ ７ お よ び 揺 動 ア ー ム １ ８ と に よ り 構 成 さ
れ る 。 ロ ー ラ ー 部 １ １ は 、 バ ネ 部 １ ２ に よ り カ ム 部 １ ０ の テ ー パ ー 部 に 押 し 付 け ら れ た 状
態 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
基 板 １ の 角 度 の 変 更 は 、 カ ム 部 １ ０ を 備 え る シ ャ フ ト １ ５ の 上 下 運 動 に よ り 行 う 。 シ ャ フ
ト １ ５ は 、 シ ャ フ ト １ ５ の 上 部 の 天 板 １ ４ と シ ー ル 機 構 １ ６ に 設 け ら れ た ベ ロ ー ズ ９ が 図
示 を 省 略 し た 別 の 手 段 に よ っ て 伸 縮 す る こ と に よ り 上 下 運 動 し 、 Ａ 側 大 気 部 か ら Ｂ 側 真 空
部 に 導 入 さ れ る 。 上 下 運 動 の 導 入 は 、 ベ ロ ー ズ の 使 用 が 望 ま し い が 、 求 め る 真 空 度 に よ っ
て は 、 Ｏ リ ン グ で も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
導 入 さ れ た 上 下 運 動 は 、 シ ャ フ ト １ ５ に 備 え ら れ る カ ム 部 １ ０ を 介 し て 、 バ ネ 部 １ ２ に よ
り 押 し 付 け ら れ て い る ロ ー ラ ー 部 １ １ へ と 伝 達 さ れ る 。 更 に 、 揺 動 支 持 部 １ ７ を 介 し 、 揺
動 部 材 １ ３ に よ り 支 持 さ れ た 揺 動 ア ー ム １ ８ に よ り 基 板 ホ ル ダ ー ２ へ と 伝 達 さ れ る 。 以 上
に よ り 、 導 入 さ れ た 上 下 運 動 が 水 平 方 法 の 運 動 に 変 換 さ れ る こ と で 、 基 板 １ の 角 度 の 変 更
が な さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 シ ー ル 機 構 １ ６ は 、 磁 性 流 体 シ ー ル が 望 ま し い が 、 求 め る 真 空 度 に よ っ て は 、 Ｏ リ
ン グ で も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
こ れ ら に よ り 、 シ ャ フ ト １ ５ の 上 下 運 動 が 基 板 １ の 角 度 を 変 更 す る 機 能 へ と 変 換 さ れ る 。
成 膜 中 に お け る 基 板 １ の 角 度 の 変 更 は 、 大 気 に 開 放 す る こ と な く 異 な る 材 料 を 成 膜 す る 時
に 、 そ の 材 料 に 適 切 な 基 板 １ と 成 膜 源 間 と の 距 離 の 設 定 に 対 応 し 、 常 に 成 膜 源 に 対 し て 基
板 １ を 正 対 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 微 細 な 成 膜 パ タ ー ン を 形 成 す る 時 に 、 ス テ ッ
プ カ バ レ ー ジ 性 の 制 御 を す る こ と も 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 基 板 公 転 プ レ ー ト ３ は 、 シ ー ル 機 構 ７ と チ ャ ン バ ー ４ 間 の ベ ロ ー ズ ８ お よ び 天 板 １
４ と シ ー ル 機 構 １ ６ と 間 の ベ ロ ー ズ ９ が そ れ ぞ れ 図 示 を 省 略 し た 別 の 手 段 に よ っ て 伸 縮 す
る こ と に よ り 、 上 下 運 動 が 可 能 と な る 。 こ れ ら に よ り 、 真 空 槽 内 に 設 置 さ れ る 成 膜 源 （ 図
示 せ ず ） と 基 板 １ 間 の 距 離 が 変 更 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 基 板 公 転 プ レ ー ト ３ の 回 転 時 に は 、 モ ー タ ー 等 の 回 転 機 構 か ら 回 転 支 持 部 ６ に 伝 達
さ れ た 回 転 運 動 が 、 回 転 伝 達 シ ャ フ ト ５ に よ り シ ー ル 機 構 ７ を 介 し て Ａ 側 大 気 部 よ り Ｂ 側
真 空 部 に 導 入 さ れ る 。 回 転 伝 達 シ ャ フ ト ５ が 基 板 公 転 プ レ ー ト ３ に 接 続 さ れ て い る こ と か
ら 、 導 入 さ れ た 回 転 運 動 に よ り 、 基 板 ホ ル ダ ー ２ を 含 む 基 板 公 転 プ レ ー ト ３ が 回 転 す る 。
こ の 時 、 シ ャ フ ト １ ５ 、 シ ャ フ ト １ ５ の 上 部 を 保 持 す る 天 板 １ ４ お よ び ベ ロ ー ズ ９ 、 ま た
、 シ ー ル 機 構 １ ６ 、 シ ー ル 機 構 ７ お よ び ベ ロ ー ズ ８ は 静 止 し た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
以 上 の よ う な 構 成 に よ り 、 成 膜 時 に 、 所 望 す る 基 板 の 角 度 お よ び 成 膜 源 と 基 板 間 の 距 離 を
連 続 的 に 任 意 に 変 更 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
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例 え ば 、 ス パ ッ タ 装 置 に お い て は 、 成 膜 に 伴 う 経 時 変 化 に よ り 、 基 板 １ に 入 射 す る 成 膜 粒
子 状 態 が 経 時 的 に 状 態 変 化 す る 。 本 発 明 は 、 こ の 経 時 変 化 に よ る 成 膜 源 と 基 板 間 の 距 離 の
変 化 に 対 応 し 、 更 に 、 基 板 １ の 角 度 を 補 正 し 、 常 に 成 膜 源 に 対 し 正 対 さ せ る こ と が 可 能 と
な る 。 基 板 １ と 成 膜 源 間 と の 距 離 を 変 更 す る 手 段 に 基 板 １ の 角 度 を 変 更 す る 手 段 を 合 わ せ
も つ こ と で 、 こ の 対 応 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
成 膜 中 に お け る 基 板 角 度 の 変 更 は 、 微 細 な 成 膜 パ タ ー ン を 形 成 す る 時 に 、 ス テ ッ プ カ バ レ
ー ジ 性 の 制 御 を す る こ と も 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
次 に 、 図 ２ に 、 本 発 明 の 成 膜 装 置 に お け る 別 の 実 施 例 の 一 部 概 略 断 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
図 ２ に お い て 、 成 膜 装 置 ６ ０ は 、 チ ャ ン バ ー ４ を 隔 て 、 Ａ 側 を 大 気 部 、 Ｂ 側 を 真 空 部 と す
る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
成 膜 装 置 ６ ０ は 、 Ｂ 側 真 空 部 内 に 複 数 の 基 板 １ を 保 持 す る 基 板 ホ ル ダ ー ２ 、 基 板 公 転 プ レ
ー ト ３ お よ び 膜 厚 セ ン サ ー １ ９ と が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
基 板 公 転 プ レ ー ト ３ は 、 回 転 機 構 お よ び 真 空 槽 内 に 設 置 さ れ る 成 膜 源 （ 図 示 せ ず ） と 基 板
１ 間 と の 距 離 を 変 更 す る 機 構 を 備 え る 。 ま た 、 基 板 ホ ル ダ ー ２ は 、 基 板 １ の 角 度 変 更 機 構
の 一 部 を 備 え る 。 こ れ ら は 、 シ ャ フ ト １ ５ に 変 わ る 管 状 形 状 し た シ ャ フ ト ２ １ を 除 き 、 図
１ に 示 し た 実 施 例 と 同 様 の 構 成 を 有 す る こ と か ら 、 詳 細 な 記 載 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
膜 厚 セ ン サ ー １ ９ は 、 シ ャ フ ト ２ １ の 内 部 に 配 線 が 施 さ れ 、 基 板 公 転 プ レ ー ト ３ の 中 央 部
に 配 置 さ れ る 。 天 板 １ ４ は 、 膜 厚 セ ン サ ー １ ９ を 保 持 し な が ら 、 ベ ロ ー ズ ２ ０ 上 に 設 置 さ
れ る 。 ベ ロ ー ズ は 、 求 め る 真 空 度 に よ っ て は 、 Ｏ リ ン グ で も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ま た 、 基 板 公 転 プ レ ー ト ３ の 回 転 時 に は 、 シ ャ フ ト ２ １ 、 ベ ロ ー ズ ２ ０ お よ び 膜 厚 セ ン サ
ー １ ９ は 静 止 し た 状 態 で あ り 、 そ の 他 は 、 図 １ に 示 し た 実 施 例 と 同 様 で あ る こ と か ら 記 載
を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
以 上 の 構 成 に よ り 、 成 膜 時 に 、 所 望 す る 基 板 １ の 角 度 お よ び 成 膜 源 と 基 板 １ 間 の 距 離 を 連
続 的 に 任 意 に 設 定 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 基 板 公 転 プ レ ー ト ３ の 中 央 部 に 設 置 し た
膜 厚 セ ン サ ー １ ９ に よ り 、 成 膜 時 の 精 度 の 高 い 膜 厚 測 定 が 可 能 と な り 、 所 望 す る 膜 厚 に 対
し 、 精 度 の 高 い 膜 厚 の 管 理 が 可 能 と な る 。 更 に 、 膜 厚 セ ン サ ー １ ９ は 、 基 板 公 転 プ レ ー ト
３ の 中 央 部 に 設 置 さ れ て い る に も か か わ ら ず 配 線 が 基 板 １ を 遮 蔽 す る こ と な く 、 基 板 １ に
お け る 成 膜 に 対 す る 遮 蔽 に つ い て も 問 題 と は な ら な い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
次 に 、 図 ３ に 、 本 発 明 の 成 膜 装 置 に お け る 更 に 別 の 実 施 例 の 一 部 概 略 断 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ５ １ 】
図 ３ に お い て 、 成 膜 装 置 ７ ０ は 、 チ ャ ン バ ー ４ を 隔 て 、 Ａ 側 を 大 気 部 、 Ｂ 側 を 真 空 部 と す
る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
成 膜 装 置 ７ ０ は 、 Ｂ 側 真 空 部 内 に 複 数 の 基 板 １ を 保 持 す る 基 板 ホ ル ダ ー ２ 、 基 板 公 転 プ レ
ー ト ３ お よ び 膜 厚 セ ン サ ー １ ９ と が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
基 板 公 転 プ レ ー ト ３ は 、 回 転 機 構 お よ び 真 空 槽 内 に 設 置 さ れ る 成 膜 源 （ 図 示 せ ず ） と 基 板
１ 間 と の 距 離 を 変 更 す る 機 構 を 備 え る 。 基 板 ホ ル ダ ー ２ は 、 基 板 １ の 角 度 変 更 機 構 を 備 え
る 。 ま た 、 膜 厚 セ ン サ ー １ ９ が 基 板 公 転 プ レ ー ト ３ の 中 央 部 配 置 さ れ る 。 こ れ ら は 、 図 １
お よ び 図 ２ に 示 し た 実 施 例 と 同 様 の 構 成 を 有 す る こ と か ら 、 詳 細 な 記 載 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
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ま た 、 基 板 ホ ル ダ ー ２ は 、 ベ ー ス 基 板 ２ ２ と で 形 成 さ れ る そ の 内 部 に 、 冷 却 媒 体 を 循 環 す
る 機 構 を 備 え る 。 ベ ー ス 基 板 ２ ２ の 内 部 に は 、 図 ４ に 示 す よ う に 冷 却 媒 体 の 流 路 が 形 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
供 給 部 ２ ３ か ら 供 給 さ れ た 冷 却 媒 体 は 、 回 転 伝 達 シ ャ フ ト ５ と 中 間 シ ャ フ ト ２ ５ と の 隙 間
に よ り 形 成 さ れ た 往 路 を 通 り チ ャ ン バ ー ４ の 中 に 入 り 、 フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ ２ ７ を 介 し
て 、 供 給 ジ ョ イ ン ト ２ ８ に 接 続 さ れ る 。 冷 却 媒 体 は 、 基 板 ホ ル ダ ー ２ と ベ ー ス 基 板 ２ ２ と
に 形 成 さ れ た そ の 内 部 に 導 入 さ れ る 。 次 に 、 所 定 の 流 路 を 経 由 し 、 排 出 ジ ョ イ ン ト ２ ９ に
接 続 さ れ た フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ ３ ０ を 介 し て 、 中 間 シ ャ フ ト ２ ５ と 中 間 シ ャ フ ト ２ ６ と
の 隙 間 に よ り 形 成 さ れ た 復 路 を 通 り 、 排 出 部 ２ ４ よ り 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
シ ャ フ ト ２ １ 、 回 転 伝 達 シ ャ フ ト ５ 、 中 間 シ ャ フ ト ２ ５ お よ び 中 間 シ ャ フ ト ２ ６ は 、 同 一
の 軸 上 に て 、 シ ャ フ ト 部 を 構 成 す る 。 ま た 、 回 転 伝 達 シ ャ フ ト ５ の 外 側 に 中 間 シ ャ フ ト ２
５ を 配 し 、 中 間 シ ャ フ ト ２ ５ の 外 側 に 中 間 シ ャ フ ト ２ ６ を 備 え る 構 造 と な る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
基 板 公 転 プ レ ー ト ３ の 回 転 時 に は 、 モ ー タ ー 等 の 回 転 機 構 か ら 回 転 支 持 部 ６ に 伝 達 さ れ た
回 転 運 動 が 、 回 転 伝 達 シ ャ フ ト ５ 、 回 転 伝 達 シ ャ フ ト ５ に 接 続 さ れ た 中 間 シ ャ フ ト ２ ５ お
よ び 中 間 シ ャ フ ト ２ ６ と と も に シ ー ル 機 構 ７ を 介 し て Ａ 側 大 気 部 よ り Ｂ 側 真 空 部 に 導 入 さ
れ る 。 回 転 伝 達 シ ャ フ ト ５ が 基 板 公 転 プ レ ー ト ３ に 接 続 さ れ て い る こ と か ら 、 導 入 さ れ た
回 転 運 動 に よ り 、 基 板 ホ ル ダ ー ２ を 含 む 基 板 公 転 プ レ ー ト ３ が 回 転 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
こ の 時 、 冷 却 媒 体 の 供 給 部 ２ ３ 、 排 出 部 ２ ４ は 静 止 し た 状 態 と な る 。 そ の 他 は 、 図 １ お よ
び 図 ２ に 示 し た 実 施 例 と 同 様 で あ る こ と か ら 記 載 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
以 上 の 構 成 に よ り 、 成 膜 時 に 基 板 １ の 角 度 、 成 膜 源 と 基 板 １ 間 の 距 離 の 変 更 お よ び 精 度 の
高 い 膜 厚 管 理 が 可 能 と な る 。 更 に 、 導 入 さ れ た 冷 却 媒 体 で 基 板 ホ ル ダ ー ２ が 冷 却 さ れ 、 基
板 ホ ル ダ ー ２ に よ り 保 持 さ れ た 基 板 １ が 冷 却 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
冷 却 媒 体 が 、 上 記 に よ り 形 成 さ れ た 経 路 を 流 れ る こ と に よ り 、 効 率 の よ い 熱 交 換 を 行 う こ
と が 可 能 と な る 。 成 膜 時 に お け る 基 板 温 度 の 上 昇 の 抑 制 は 、 基 板 １ か ら の 不 純 物 ガ ス 発 生
の 抑 制 お よ び 膜 特 性 の 安 定 化 に つ な が る こ と か ら 高 品 位 の 成 膜 が 可 能 と な る 。 ま た 、 基 板
１ に よ っ て は 、 基 板 温 度 の 上 昇 に よ り 有 す る 特 性 を 劣 化 さ せ る も の も 存 在 す る こ と か ら 、
基 板 １ の 有 す る 特 性 の 安 定 化 に も つ な が る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
更 に 、 リ フ ト オ フ 成 膜 で は 、 使 用 す る レ ジ ス ト の 耐 熱 性 に 対 応 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
本 発 明 の 成 膜 装 置 は 、 上 記 に 示 し た 種 々 の 手 段 に お い て 、 所 望 す る 手 段 の 組 合 せ が 可 能 で
あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う な 本 発 明 の 成 膜 装 置 に よ れ ば 、 基 板 の 角 度 を 変 更 お よ び 基 板 と 成 膜 源 間 の 距 離
を 変 更 す る 手 段 を 有 す る 成 膜 装 置 を 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
更 に 、 そ の 成 膜 装 置 に 基 板 公 転 プ レ ー ト の 中 央 部 に 膜 厚 セ ン サ ー を 設 置 す る こ と お よ び 基
板 を 冷 却 す る 手 段 を 組 み 合 わ せ た 成 膜 装 置 を 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
よ っ て 、 所 望 す る 膜 を 形 成 す る 時 の 、 重 要 な 成 膜 条 件 で あ る 、 成 膜 時 の 基 板 へ の 入 射 角 度
お よ び 基 板 と 成 膜 源 間 の 距 離 を 任 意 に 設 定 す る こ と が 可 能 と な る 。 更 に 、 成 膜 時 の 基 板 の
温 度 上 昇 の 抑 制 お よ び 膜 厚 の 管 理 が で き 、 高 精 度 の 電 子 部 品 に 対 応 し た 所 望 の 薄 膜 を 形 成
す る こ と が 可 能 と な る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 弾 性 表 面 波 装 置 の 一 実 施 例 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 弾 性 表 面 波 装 置 の 別 の 実 施 例 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 弾 性 表 面 波 装 置 の 別 の 実 施 例 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ベ ー ス 基 板 内 の 冷 却 媒 体 の 経 路 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … 基 板
２ … 基 板 ホ ル ダ ー
３ … 基 板 公 転 プ レ ー ト
４ … チ ャ ン バ ー
５ … 回 転 伝 達 シ ャ フ ト
６ … 回 転 支 持 部
７ 、 １ ６ … シ ー ル 機 構
８ 、 ９ 、 ２ ０ … ベ ロ ー ズ 部
１ ０ … カ ム 部
１ １ … ロ ー ラ ー 部
１ ２ … バ ネ 部
１ ３ … 揺 動 部
１ ４ … 天 板
１ ５ 、 ２ １ … シ ャ フ ト
１ ７ … 揺 動 支 持 部
１ ８ … 揺 動 ア ー ム
１ ９ … 膜 厚 セ ン サ ー
２ ２ … ベ ー ス 基 板
２ ３ … 供 給 部
２ ４ … 排 出 部
２ ５ 、 ２ ６ … 中 間 シ ャ フ ト
２ ７ 、 ３ ０ … フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ
２ ８ … 供 給 ジ ョ イ ン ト
２ ９ … 排 出 ジ ョ イ ン ト
５ ０ 、 ６ ０ 、 ７ ０ … 成 膜 装 置
Ａ … 大 気 部
Ｂ … 真 空 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(9) JP 2004-231994 A 2004.8.19


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

